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研究成果の概要（和文）：　本研究は，綱要集の形式を持つ高校「倫理」教科書を対象に，その読解学習における概要
把握に着目し，その基底にある構造方略の使用支援に用いる標識化の有効性を検証した。調査研究では標識化を用いた
支援の有効性が示された。開発研究では構造方略の持続的な使用を時系列的に評価するPCシステムを開発した。評価研
究では，上記システムを用いて，高校生で標識化の恩恵を受けるのは構造方略の未熟達者より熟達者であることが示さ
れた。

研究成果の概要（英文）： This study examined how signaling support high school students for their use of s
tructure strategies which regulate their outlining, when they learn the ethics textbook, which is written 
as a doxography. The research study showed signaling supports their understanding. In the development stud
y, the PC system which evaluates continuous use of their structure strategies from a sequential view was d
eveloped. In the evaluation study, it was shown that the expert of the structure strategy receive a benefi
t of the signaling more than that the inexpert in high school students by using the above system.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年，ソーシャル・サポートの考え方に基
づく生徒への学習支援が推進されつつある 
(Merrell, Ervin & Gimpel, 2006)。ここで
のポイントは，生徒のつまずきから導き出し
た支援ニ－ズから始発する点にある。ところ
が，これまでは，主に数学や国語を中心に生
徒の支援ニーズを捉えて支援がなされてき
た一方で，受講生の少ない公民科「倫理」は
見過ごされてきた。高校生に対して実施した
教科別の理解度をみても(Benesse 教育研究
開発センター, 2007),低い順に，公民，理科, 
地歴, 英語, 数学, 国語,となり，公民の理
解度の低さが顕著であるにもかかわらず，で
ある。また，科目ごとに理解度を調査した教
育状況調査からも (国立教育政策研究所, 
2007),公民科の中で「倫理」の理解度が最も
低いのに，である。 
ここで強調したい点は，学習支援ではつま
ずきを見据えるとしながら，高校生で理解度
の最も低い「倫理」を見過ごしてきた点にあ
る。確かに，例外もあるものの，それを除け
ば研究･実践は希少で，学習支援の視点すら
提示されることが少なかったという現実が
見えてくる。ただこのままでは，支援ニーズ
を始発点に謳う学習支援研究の使命が疑わ
れかねない危うさがあった。 
 
２．研究の目的 
上記の背景を受けて，本研究は，高校「倫
理」教科書の読解学習における概要把握に焦
点を絞り，それを規定する構造方略の支援と
いう視点から切り込みたい。その理由は以下
の 2点の通りである。 
 第 1 は，「倫理」教科書の特異性のためで
ある。小･中･高のすべての教科を見渡しても，
「倫理」以外で教科書が綱要集のスタイルを
とる教科は存在しない。「倫理」の教科書だ
けが思想の概要を書き連ねた綱要書なので
あるから，こうした形式を持った教科書に対
して初学者である高校生が理解でつまずく
と予想されるからである。第 2は，綱要集の
形式を持つ「倫理」教科書の読解学習では，
Mayer (2008) のいう意味での概要把握方略
が重要になることは間違いないからである。
ただ Mayer は概要の同定に力点を置くが，
Meyer & Poon ( 2001) は，概要形式の把握
とその活用を考える点に違いがある。これは
構造方略と呼ばれる。この方略使用を介して，
概要把握がすすみ読解学習が図られるが，高
校の初年時では構造方略の未熟達者は多い
と言われている。 
以上で，高校「倫理」教科書の読解学習に
おいては概要把握の基礎にある構造方略の
使用支援に着目する理由を述べた。その上で，
本研究では，この支援に資する教科書表現の
有効性を検討することにした。ここで教科書
表現に着目する理由は，教科書自らが持つ支
援機能のためである。教科書が担う基本的機
能には，生徒の知識を体系化するのを助ける

構造化機能がある(柴田, 2008)。概要把握は
この支援対象に数えられるが，生徒が概要把
握でつまずくなら，原因をひとまず教科書の
側に帰属させてみることは原因帰属の順序
として自然だからである 。そこで，概要把
握に資する教科書表現の中で標識化の有効
性を検討することにした。標識化とは，「新
たな意味内容を付与せずに，テキストの最上
位構造を強調する合図」を言う(Lorch et al., 
1995)。この標識化の代表格が見出しである。 
ところが，見出しを用いた構造方略の支援
は複雑なメカニズムに基づくことが知られ
ている (Lorch, 1989; Lorch & Lorch, 1995)。
最近では，構造方略の熟達の違いによって，
見出しから受け取る効果が異なることも示
されている。例えば， Meyer, Ray, & 
Middlemiss ( 2012) は，見出しから恩恵を
受けるのは，構造方略に熟練した読み手より
もむしろ未熟練な読み手の方であるとの仮
説を大学生のデ－タから提示している。構造
方略の使用に熟達した読み手は見出しに頼
らない一方で，未熟達な読み手は，より見出
しに依存し，その方略使用が支援されて読解
が向上すると言うのである。この仮説の妥当
性は高校においても検証すべきである。 
そこで，本研究では，Meyer et al., ( 2012) 
に基づいて，高校｢倫理｣教科書の読解学習に
対する標識化の有効性を検証するために，見
出しを用いて以下のように，調査研究 (研究
1)， 開発研究 (研究 2)，評価研究 (研究 3) 
を行った。それぞれの目的は次の通りであっ
た。 
まず調査研究 (1) は，理解度評定を用い
た 5つの調査により，高校「倫理」教科書の
理解度に対する見出しの有効性を検証する
ことを通じて，Meyer et al. ( 2012) の仮
説の妥当性を検証することが目的であった。
次に，開発研究 (研究 2) は，構造方略の持
続的な使用を時系列的に評価する PC システ
ムを設計し，これに基づいて，高校「倫理」
教科書の読解学習における構造方略の使用
を評価しうるシステムを開発することであ
った。さらに，評価研究 (研究 3) は，開発
した評価システムを用いて，高校生による
「倫理」教科書の読解学習における構造方略
の持続的な使用を時系列的に評価すること
で，標識化がもたらす有効性を検証すること
が目的であった。 
 
３．研究の方法 
(1) 調査研究 (研究 1)  
研究 1-1 では，小中高を振り返ることので
きる大学生を対象に，小中高時代の5教科(英，
数，国，理，社) の理解のつまずきを評価さ
せる中で，高校「倫理」の理解度がいかに低
いかを以降の研究の前提として確認する。さ
らに研究 1-2 では，大学生を対象に，公民科
科目 (現代社会，政経，倫理) の理解のつま
ずきの原因を高校時代の自分が何に帰属す
る傾向にあるかを検討する。研究 1-3 では，



先哲の思想形成過程について説明する教科
書を高校生に提示して，理解度を評定させる
ことで，理解のつまずきの実情を検討する。
研究 1-4 では，構造方略の熟達度の異なる高
校生に同教科書を提示し，見出しの有無を操
作して「思想形成過程の理解度」を評定させ，
その有効性にいかに構造方略の熟達が媒介
するかを検証するとともに，その前提要因を
検討する。研究 1-5 では，研究 1-4 の検証に
加えて，見出しの効果における構造方略の熟
達の媒介が「倫理」学習の目標遂行にまで影
響を与えることを検証する。 
(2) 開発研究 (研究 2)  
研究 1の理解度調査では構造方略の持続的
な使用を評価できなかった点を踏まえて，持
続的な方略使用を時系列的に評価するため
の PC システムを作成する。ここでは，
Scardamalia & Bereiter (1984) から着想を
得て，文配列課題を PC 画面上で実現できる
プログラムを作成することで，体制化過程に
おける構造方略の持続的な使用を時系列的
に評価することを可能にしたい。具体的には，
テキストに書かれた文をランダムに1文ずつ
PC 画面上に提示し，マウスを使って配列させ
たシステムを開発する。研究 2-1 では，この
評価法を用いて見出しの効果を検証する。研
究 2-2 では，構造方略に熟達した読み手と未
熟達な読み手を参加者として，見出しと熟達
との交互作用がその時系列的な方略使用に
現れる効果を検討する。 
(3) 評価研究 (研究 3)  
高 1と大学生がともに 120人参加した実験
において，構造方略の熟達を測るために犬塚 
(2002) の質問項目 (7 項目) の合成得点に
基づいて，中央値 (24 点) より下位者を未熟
達群，上位者を熟達群とし，各群を見出し無
条件と見出し有条件に割り振る。見出し有群
は最上位構造を強調する見出しが挿入され
たテキストを用いる群で，見出し無群は挿入
されないテキストを用いる。 
材料は高校「倫理」教科書より絶対他力思
想の形成過程を概説した 12 文のテキストで
ある (見出し有群には第1,5,9文に見出しが
挿入)。文を 1文ずつランダムに PC 画面上に
提示し，マウスを使って配列させるプログラ
ムであり，研究2で開発したシステムである。
自己ペースで文配列をさせ，配列の体制化過
程を時系列に PC が記録する。必要な修正は
許容する。その後，理解度評定，再生課題と
再構成課題を実施させる。 
 
４．研究成果 
(1) 調査研究 (研究 1)  
まず研究 1-1 から，公民科「倫理」の学習
でつまずきを訴える高校生が相当数にのぼ
ることを追認できた。なお，研究 1-2 から，
高校「倫理」は受講生が少ないながらも，高
校生が強くつまずきを訴える科目であって，
その原因を教科書学習過程に帰属する者が
約 7割にのぼった。特に，その半数以上が体

制化過程のつまずきであった点がポイント
である。これは，先哲の思想形成過程の概要
把握に対応するから，研究1-3が示すように，
ここには概要形式を把握し，それを活用した
読み取り方である構造方略の媒介が示唆さ
れた。 
また，こうした高校生における構造方略の
使用支援に用いる見出しの有効性について，
方略使用の熟達がいかに媒介するかを検討
することが研究 1-4 と 1-5 の目的であった。
どちらの結果からも，高校生と大学生とでは
結果が対照的になり，高校生に見出しを与え
ても，構造方略の未熟達が「思想形成過程の
理解度」の差となって引き継がれてしまうが，
大学生に見出しを与えた場合，未熟達の高校
生とは対照的に，その理解度が熟達者の程度
まで引き上げられた点が重要である
(Figure1,2)。ここから，高校における構造
方略の使用支援に用いる見出しの有効性に
ついては，方略使用の熟達が媒介することが
推察されるが，方略使用を直接に検討してい
ないという問題点を残した。 
なお，研究 1-4 からは，見出しの有効性に
媒介する構造方略の熟達のメカニズムを語
彙発達や認知発達が下支えすることも示さ
れた (Figure3)。また，研究 1-5 からは，同
メカニズムが，「倫理」教科書の理解度を介
して，「倫理」の目標遂行までを規定するこ
とが示された。 
 
 

 
 

 

 

Figure1 思想形成過程の理解度 (高校生) 

Figure2 思想形成過程の理解度 (大学生) 



 

Figure3 構造方略の使用が理解度を規定する 

     メカニズム 係数の上段は高校生，下   

    段は大学生。***p<.001，**p<.01，*p<.05 

(2) 開発研究 (研究 2)  
 読解時の体制化過程を通じた構造方略の
持続的な使用を評価するために，テキストに
書かれた文をランダムに 1 文ずつ PC 画面上
に提示し，マウスを使って配列させる PC シ
ステムを設計し開発した。システムでは，実
験参加者に，配列にあたって必要なら修正し
て構わないことを教示し，修正は何度でも許
容した。なお，文配列過程を時系列に PC が
記録した。配列を終了した時に，「これでよ
ろしいですか」と終了確認の表示は出るが，
それ以外に，途中でプロンプトは与えなかっ
た。終了まで自己ペースで文配列をさせ，そ
の体制化過程が記録された。プログラムは
Microsoft Visual Basic .Net 2008（.Net 
Framework 3.5）で作成し，ノート PC（ASUS
製UX21E，11.6インチ，1,366×768の解像度，
Windows 7）上で起動させた。このシステム
を用いた研究 2-1と研究 2-2の二つの研究か
ら，見出しが読み手の体制化時に効果を及ぼ
すことは間違いないが，その体制化過程の終
盤で，見出しで仕切られたランク (文配列課
題で設定された配列スペ－ス) の内に正し
く文を配列する割合が高まったためと考え
られた (Figure4)。その背景には，序盤から
終盤を通じて高まりをみせるランク内修正
がある。ここからすると，見出しの効果が読
解の体制化過程における序盤から終盤を通
じたものであり，そこには読み手による構造
方略の持続的な使用が媒介されたためと言
うことができる。 

 

 

(3) 評価研究 (研究 3)  
 まず，体制化連得点，体制化率得点，ラン
ク内修正数の分析から，大学生の未熟達群で
は見出しの効果が体制化過程で認められ，序
盤から終盤を通じて正しいランクに文を配
列する割合が高まったが，これは Meyer et al 
(2012) の仮説を支持する。ところが，高校
生では熟達群で見出しの効果が部分的に認
められたが，未熟達群で効果は認められなか
った。ここから，高校生では大学生とは対照
的に，未熟達群に見出しを提示しても，読解
過程を通じて見出しから恩恵を受け難いこ
とが示された (Figure5)。 
 次に，理解度評定，再生課題と再構成課題
の分析からは，読解の体制化過程を通じて見
出しから受けた効果がその後も引き継がれ
ていき，高校生と大学生とで異なることが示
された (Figure6)。大学生とは違って，高校
生の未熟達群は見出しの恩恵を受けがたく，
理解度評定の結果を見る限り，学習目標の達
成にまで引き継がれることが示された。 
 
 

 

 

 

    

 

(4) 総括 
 本研究は，綱要集の形式を持つ同教科書の
読解学習における概要把握に着目し，その基
底にある構造方略の使用支援に用いる標識
化 (今回は見出し) の有効性を検証した。こ
の際，標識化効果と構造方略の熟達の交互作

Figure6 高校生と大学生の理解度 

Figure5 文配列課題の連得点 

Figure4  体制化率得点 

構造方略

の使用 

標識化無テキ
ストの理解度 

標識化有テキ
ストの理解度 



用に関して大学生より得られた仮説 (Meyer 
et al., 2012) に基づいて検証を進めてきた。 
 まず，調査研究 (研究 1) では，高校「倫
理」は受講生が少ないながらも，高校生が強
くつまずきを訴える科目であって，ここには
概要形式を把握し，それを活用した読み取り
方である構造方略の媒介が示唆された。こう
した高校生における構造方略の使用支援に
用いる見出しの有効性について，方略使用の
熟達がいかに媒介されるかを検討したとこ
ろ，高校生と大学生とでは結果が対照的にな
り，高校生に見出しを与えても，構造方略の
未熟達が「思想形成過程の理解度」の差とな
って引き継がれてしまうが，大学生に見出し
を与えた場合，未熟達の高校生とは対照的に，
その理解度が熟達者の程度まで引き上げら
れた。ここから，高校における構造方略の使
用支援に用いる見出しの有効性については，
方略使用の熟達が媒介することが推察され
るが，方略使用を直接に検討していないとい
う問題点を残した。 
 次に，開発研究 (研究 2) では，調査研究
で持続的な方略使用を評価できなかったと
いう問題点を踏まえて，読解時の体制化過程
を通じた構造方略の持続的な使用を評価す
る PC システムを設計し開発した。また，こ
のシステムを用いて構造方略の持続的使用
を時系列的に検討した結果，見出しの効果が
読解の体制化過程における序盤から終盤を
通じたものであり，ここから読み手による構
造方略の持続的な使用が媒介されたと言う
ことができた。 
 最後に，評価研究 (研究 3)では，高校生と
大学生に対して上記の評価システムを用い
て構造方略の持続的な使用を評価すること
により，大学生の未熟達群では見出しの効果
が体制化過程で認められ，序盤から終盤を通
じて正しいランクに文を配列する割合が高
まった。一方，高校生では熟達群で見出しの
効果が部分的に認められたが，未熟達群で効
果は認められなかった。また，理解度評定や
再生課題でも概ね同様の結果が得られた。以
上から，高校生は大学生とは対照的に，構造
方略の未熟達者より熟達者が見出しの恩恵
を受けることが示され，高校「倫理」教科書
の読解学習における概要把握に対する支援
可能性が示された。  
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